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1. 概要

新型ミニ：オリジナル ミニのニュー バージョン

新型ミニは、オリジナル ミニの将来を見据えたニュー バージョンです｡
このカテゴリーにおける最先端技術を駆使する一方で、感性面ではオリジナル ミニのキャラクター（遺伝子までも）を具現化しています。
それは、幅広く発展可能な4 シーターであり、新しい千年紀を迎えたお客様の期待に応える、ファッションや流行を超えた、モダンな都会のライフ スタイルを表現しています｡新型ミニは、生きることを楽しみ、社会的地位、国籍、年代を超えた結びつきを生み、ステイタス シンボルに真っ向から向き合います｡
新型ミニ：デザイン

すべての新型ミニのバリエーションは、その見紛うことなきデザインとピュアでエレガントなラインによって、見る者を魅了します。はじめからミニのためにデザインされているので、デザインや技術は本格的なものです。新型ミニは、活き活きとして力強い雰囲気を持ち、停まっていても走り出しそうな印象を与えます｡

ボンネットの形状と大径の丸型ヘッドライトは、新型ミニの特徴ある顔を演出します。極端に切りつめられたショート テール、急角度でそそり立つサイド セクション、機能的なテール ランプは、このクルマにコンパクトな印象を与え、まるで低く身構えているようです。テールランプは、その特徴的なデザインにエレガントかつスタイリッシュな演出を加えて、新世紀へと受け継いでいます｡このテールランプは、トランクと一緒に持ち上がりません（美しさの観点で見れば好ましくても技術的には複雑なため､少数の車にしか見られない特徴です）。さらに、ホィール アーチのオーバー フェンダーやテール セクションの水平なラインは、後方から見たときの安定感を感じさせます｡
MINI Cooper では、ルーフとドア ミラーの色は多彩なボディ カラーに関係なく、ホワイトまたはブラックになります。ルーフがボディと同色である場合は、ドア ミラーはブラックになります。また、ドア ミラーは電動式です。

MINI One では、ルーフはボディと同色になります。ラジエター グリル内側のフィン、テールゲート ハンドル、ラジオ アンテナ、ドア ミラー ハウジングは、アクセントを与えるブラックです｡ MINI One は、プレミアム セグメントにおいてミニを特徴づけるすべてを、魅力的な価格で備えています｡

ミニのデザインにおいては、ロング ホィール ベースを保つことと、重心を低くすることに重点が置かれました｡まず、典型的なミニの雰囲気を残し、次に特徴的なロード ホールディング性能を実現し、アクティブ セーフティと快適性のための厳しい要求に見合うようにデザインしました｡

車内では、本格的なミニ スタイルの極めて個性的かつ実用的な計器類により、エンジン回転数（MINI Cooper のみ）、速度、燃料残量、水温などの正確な情報を伝えます｡センター コンソールの開発においても､デザイナーとエンジニアが特別なものに作り上げ、典型的なミニの要素を巧みに 21 世紀へと受け継いでいます。
新型ミニ：テクノロジー
新型ミニで採用されている技術は、そのデザイン同様にエキサイティングです。たとえばそのボディ構造は、同クラスの車両のお手本となるものです。仮想衝突シミュレーションなど、最新の開発技術を利用することで、競合車の 2 ～ 3 倍もの剛性に優れたボディ シェルを実現しました。超モダンで精密なシャーシとの組み合わせによって得た、ゴーカートのようなドライブ フィールは、新型ミニの楽しさをさらに強調します。
シャーシの設計基準は、妥協なき基準にまで高められています。たとえば、マルチリンク式リア サスペンションは新型ミニだけのオリジナルです。これにより、リア ホィールの運動特性を大幅に改善し、トランクの有効スペースを最適化させています。
新型ミニのフロント アクスルは、重量および有効スペースの両面でメリットを持つマクファーソン タイプです。また、普通は大型の前輪駆動車にしか見られない等長ドライブ シャフトにより、コーナリング時や加速時、制動時でも、フロント ホィール ドライブからステアリング装置間で左右対称のフィードバック効果を実現しました。
四輪すべてに大径ディスク ブレーキ（フロント： ベンチレーテッド）を装備し、CBC（コーナリング ブレーキ コントロール）と EBD（エレクトロニック ブレーキフォース ディストリビューション）が組み込まれた 4 センサー式 ABS が標準装備されており、新型ミニの傑出したブレーキ性能を実現します。また、トラクション コントロール ASC + T、またはダイナミック スタビリティ コントロールDSCもオプションで装備可能です。
MINI Cooperは、極めて俊敏な 4 気筒 1600 cc 16 バルブ エンジンを搭載し、最高出力85 kW/115 PS を発生。0‐100 km/h 発進加速を 9.2 秒で駆けぬけ、最高速度は 200km/h に達します。EU 基準に基づく燃費値は、6.7 リッター/100 km です。
一方、MINI Oneは最高出力 66 kW/90 PS を発生し、0‐100 km/h が 10.9 秒、最高速度は 185 km/h、燃費値は 6.5 リッター/ 100 km です。
すべての新型ミニのバリエーションは、アクティブ セーフティおよびパッシブ セーフティの両面で、このクラスの新基準を設定しました。高剛性のパッセンジャー セル、このカテゴリーでは現在まで唯一のエアバッグ システムが装備された新型ミニは、間違いなくトップクラスの乗員保護性能を発揮します。たとえば､ドライバーと助手席乗員は、標準装備されたフロント エアバッグとシートに内蔵されたサイド エアバッグにより保護されます。さらに、新型ミニは、オプションでヘッド エアバッグ システム（AHPS 2： アドバンスト ヘッド プロテクション システム）を提供できるこのクラス初の車両です。このシステムは、特に側面衝突時の頭部への衝撃から、前席および後席乗員を最大限保護します。また、もう一つのユニークなパッシブ セーフティ機能として、タイア空気圧警告灯も標準装備されています。
新型ミニ：BMW グループ内で独立したブランド
新型ミニは、BMW グループ内でも独立した国際的なブランド名です。新型ミニは、英国のオックスフォード近郊にある BMW グループの工場で、BMW グループの原則と品質基準に基づいて製造されます。
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2. 新型ミニ：
オリジナル ミニのニュー バージョン
新型ミニは将来を見据えたオリジナル ミニのニュー バージョンです｡
このカテゴリーにおける最先端技術を駆使する一方で、感性面ではオリジナル ミニのキャラクター（遺伝子までも）を具現化しています。
それは、幅広く発展可能な 4 シーターであり、新しい千年紀を迎えたお客様の期待に応える、ファッションや流行を超えた、モダンな都会のライフ スタイルを表現しています｡新型ミニは、生きることを楽しみ、社会的地位、国籍、年代を超えた結びつきを生み、ステイタス シンボルに真っ向から向き合います｡

新型ミニのコンパクトな造形は、アレック イシゴニス卿によって創り出された先代モデルを彷彿とさせます。その一方、新型ミニの進化の過程で、安全性、ハンドリング、柔軟性、個性などの主要な機能において、今日の基準を考慮しています。また、コンパクトな車両の特徴を根本的に変更することなく、多くの技術改良を取り込むためのスペースを創り出しました｡

1997 年に遡ってみると、MINI Cooperのデザイン スタディ（試作）は、すでにフランクフルトで開催されたモーターショーで注目を集めていました。そのときでさえ、そのボディ ラインは、先代の魅力とコンパクトさを、デザイナーが如何に維持しようと願っていたかを物語っていました。

21 世紀のクルマのコンセプトとして、これらの価値を統合させる。これが販売開始までデザイナーやエンジニアに課せられた課題でした。
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3. エクステリア

ピュアで力強く流れるマッシブなラインによって、新型ミニは瞬時に人々の注目を集めます。「路面を抱きかかえる」ようなスタイルの、このクルマのモダンなデザインは、ひと目で本物の新型ミニだと見分けがつきます。オリジナル ミニの魅力であるロング ホィール ベース、極端に短いオーバーハング（「四隅にホィールを配置する」という発想）は、正統の証として新型ミニにも採用されています。
しかし、これは単にデザイン上の特徴にだけ固執したからではなく、傑出したハンドリグおよび理想的なロード ホールディングなど、オン ロードでの強みを引き出すためのものです。こうして、最大限のアクティブ セーフティーと操る歓びが組み合わされているのです｡
フロント側から見ると、ボンネットの形状と大径の丸型ヘッドライトが、新型ミニ独特の顔立ちを演出しています。ボンネットは、デザイン的にも技術的にも優れた一品です。曲線を描くボンネットは、ホィール ハウジングに至るまでシームレスに一体となっています。ヘッドライトはボンネット内蔵式で、このクラスの車には珍しく、精密な製造組立てが必要な難しい技術です。MINI Cooperのラジエター グリルは、これもボンネットに一体化されていますが、水平方向に4本のクローム ストリップ（MINI Oneはブラック フィン タイプ）が装着されていて、独特の雰囲気を演出しています。初代ミニを思い起こさせるものとして、ブラックまたはホワイト カラーのボンネット ストライプがオプションで用意されます。またボンネットにはガス封入ストラットが装着され、開閉をスムーズにしています。
バンパーには、オプションでクローム インサートが装着可能です。バンパーに組み込まれたエア インテーク グリルは、クローム仕上げ（MINI Oneはブラック塗装）のスチール製です。スプラッシュ シールドはバンパーのアウター エッジに装着されていて、マッドガードとサイド シル ストリップまでが違和感無くエレガントにデザインされています。
横から見たとき、リアにかけてわずかに傾斜を見せるベルト ラインによって、新型ミニの、力強く、性能重視の印象をもたらしています。サイド ウィンドウ真下の水平ラインから、垂直面やサイド シルのラインまで、細部に渡って縦横に直線的なデザインがこの特徴を際立たせています。
新型ミニのバリエーションはすべて 2 ドアです。ドアの開度は非常に大きく、最大 80 度の角度まで開くことができるため、前席乗員だけではなく、後席乗員の乗降性にも優れています。新型ミニのドアを全開すると、実際の長さ以上に広く感じます。
ドアはサッシレスとなり、このカテゴリーとしては上品で特異な存在をうかがわせます。ドアを開けると、ウィンドウは自動的に少し下がり、ドアを閉じると上昇して完全に密閉します。これは、BMW 3 シリーズ クーペおよびコンバーチブルで採用されたシステムで､ドアとドア シールの密閉性を最適化し、車内をノイズや湿気から守ります。
リア側から見ると、伝説的なオリジナル ミニのスタイリッシュな要素が見て取れます。極端なショート テール、そそり立つようなサイド セクション、特徴あるテール ランプは、ミニにコンパクトで俊敏な印象を与えます。テールランプは、その特徴的なデザインにエレガントかつスタイリッシュな演出を加えて、新年紀へと受け継いでいます｡このテールランプは、トランクと一緒に持ち上がりません（美しさの観点で見れば好ましくても技術的には複雑なため､少数の車にしか見られない特徴です）。急勾配でほとんどスクエアなテール セクション、ホィール アーチのオーバー フェンダー、ワイド トレッド、それにテール セクションに付加された水平ラインは、後方から見たときに極端にワイドな（さらには低く身構えているような）印象をもたらします。
テールゲートは 90 度以上に開くことができ、楽に荷物の出し入れができます。実際、その下に身長約 185 cm の人が直立できるほど大きく開きます。ゲートには電動ロック機構が採用されているため、テールゲート ハンドルに組み込まれたボタンでロックを解除することができます。これは、このクラスの車両では珍しい機能の一つで、より高い快適性と安全性を備えています。
また、新型ミニの実用的なデザイン要素としてのガラスの使用方法も、このクラスでは独創的です。比較的アップライトなウィンドスクリーンはオリジナル ミニの伝説的なコンセプトを連想させますが、他方では新型ミニに典型的な独特のドライビング スタイルをもたらしています。A ピラーは、ブラック カラーで光沢仕上げされたプラスチック パネルの後ろに隠され、B ピラーおよび C ピラーはガラスの裏面になります。ここには、ガラス ウォールを使って耐荷重構造を隠す建築上のテクニックを採用しています。これによってウィンドウが連続して車両の全周を覆い隠し、エレガントな印象を与えます。この効果は、標準装備されるグリーン着色ガラスによって強調され、車内に入り込む光を和らげて温度を涼しく保ちます。これによってリア サイド ウィンドウを開閉式にする必要がなくなり、固定式ウィンドウ パネルはボディ剛性を高めています。
オプションでヒーター付きウィンドスクリーンを選択することも可能です。リア ウィンドウには、デフォッガーおよびリア ワイパーが標準で装備されます。さらに、新型ミニにはパノラマ サンルーフを装備することが可能です。これには可動部裏の固定ガラスやローラー ブラインドが含まれています。開口部は通常のグラス ルーフよりも約 1.5 倍大きくなっていて、さらなる快適性とより大きなスペースを感じさせます。
これ以外に、MINI Cooper を他と区別する要素は何でしょうか？
その一つはルーフとドア ミラーで、幅広く用意されたボディ カラーに関係なく、ホワイトまたはブラックを選択することができます。ルーフ カラーが車両と同色の場合は、ドア ミラーはブラックになります。また、ドア ミラーは電動式です。

MINI One のルーフは、ボディと同色になります。ラジエター グリル フィン、テールゲート ハンドル、ラジオ アンテナ、ドア ミラーのハウジングは、アクセントを与えるブラックです｡
ホィールとタイアは、車両の外観に非常に大きな影響を与えます。新型MINI Cooperは、ホワイトまたはシルバー カラーの 15インチ アルミ ホィール、新型MINI Oneは、シルバー カラーのホィール カバー付き 15インチ スチール ホィールが、それぞれ標準装備されます。また、両モデルとも 16インチおよび 17インチ ホィールをオプション装着可能です。
新型MINI Cooperでは、ドア ハンドル、ラジエター グリル、エグゾースト テール パイプ、フロントおよびテール ランプ周りのリングはクローム仕上げされ、車両の高品質感を演出しています。新型MINI Oneもクローム パーツをためらうことなく採用していますが、唯一の相違点はテールゲート ハンドルとラジエター グリル フィンがブラック カラーであることです。
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4. インテリア

新型ミニのインテリアは、外観同様すぐに見分けがつきます。運転席に座ると、この車を操る楽しみが沸いてきます｡急角度に立ち上がったウィンドスクリーンと高めのウィンドウ ラインにより、ドライバーは直感的に少し違ったクルマに乗っていることを感じることでしょう。
インテリアの中心的なデザイン要素は、センター スピードメーターです。ここには、燃料計、水温計、標準装備のタイア空気圧警告灯やその他の機能が含まれています。1968 年まで、センター スピードメーター配置は先代モデルの特徴的なデザイン要素でした。また、これはミニ独特のフィーリングを醸し出す、操作系または快適さの基本となるものでした。すべての計器類は、シルバー カラーのフレーム付きで、ディスプレイ部分はブラックです。ヘッドライトを点灯すると、ディスプレイはオレンジ色に点灯し、どのような照明状態でも読み取りやすくなっています。また、反射を最低限に抑えるため、凹面反射防止ガラスを装備しています。
計器パネルは多彩なデザインが選択できます。標準のアンソラジットのほかに、シルバーまたはウッド仕上げのトリムも選択できます。新型MINI Cooper に標準装備されるタコメーター（MINI One ではオプション）は、ドライバーの視界に直接入るようにステアリング コラム上部に配置されています。オプションの16：9のワイド モニター付きナビゲーション システムを装備した場合は、スピードメーターもステアリング コラム上のタコメーターの隣に配置されます。

計器パネルには、エア吹き出し口、助手席エアバッグおよび多くの収納ポケットが装備されています。また希望により装備可能なグローブ ボックスには、サングラス ホルダー、コインおよびペン ホルダー、2つのカップ ホルダーを備えています｡グローブ ボックスは照明付きで、エアコン システムを装備した場合は、グローブ ボックスをクール ボックスとして使用することができます。

新型ミニのステアリング コラムは、高さ調整式です。標準装備されているレザー風ステアリング ホィールは独特の 2 スポーク タイプで、運転席用エアバッグが内蔵されています。レザー ステアリング ホィール、センター パッドにレザーを使用したウッド ステアリング ホィール、およびマルチファンクション ステアリング ホィールはオプションです。後者では､オーディオやクルーズ コントロールをステアリング ホィールのスイッチで操作できます。さらに、ステップトロニック オートマチック トランスミッションを選択すると、ステアリング ホィールのスイッチで操作することが可能になります（オプション）。
センター コンソールは、計器パネル同様に個性的で、新型ミニの典型的な特徴をあらわしています。センター コンソールはフレーム付きでアルミ調のストラットによってサポートされ、この車のスポーティな特徴を強調しています。さらにセンターコンソールには、オーディオやエアコンおよび吹き出し口切り替えの操作部、また装備に応じてリア ウィンドウ デフォッガーやヒーター付きウィンドスクリーンなどのスイッチ類が組み込まれています｡

オートマチック エアコンを装備した場合は、他の操作部も組み込まれます｡温度、風量、エア配分、内気循環は、セントラル ユニットを介して設定されます。操作部の LED ディスプレイにより、設定された温度や風量を表示します。
センター コンソールの下部に配された6 つのトグル スイッチは、オリジナル ミニを踏襲しています。フロント／リア フォグ ランプ スイッチは、LEDのスイッチ照明付きで、作動表示灯としても機能します｡他の全ての機能は、スピードメーターにある照明付きディスプレイで確認することができます。さらに、ドライバーとパッセンジャーの間にもう一つコンソールがあります。フロント側にはシフト レバーと12 V の電源ソケット。喫煙者パッケージを注文した場合は、カップ ホルダーは一つだけになります。パワー ウィンドウ スイッチもここに配置されます｡コンソールのリア側には、ハンドブレーキ レバー、オプションのシート ヒーター スイッチ、後席用カップ ホルダー、標準装備のタイア空気圧警告システムの初期化スイッチなどが配されています。

人間工学的にデザインされ、サイド エアバッグを内蔵したシートは、優れたサイド サポートにより傑出した座り心地を約束します。これはスポーティなドライバーの期待に十分応えています｡さらにシートのデザインを要約すると、実際のシート表面に対してよりも、サイド クッションやヘッド レストに異なる素材が使われています。
すべての人の好みに合うように、多彩なシート カバーが選べます｡標準のファブリック仕様に加え、ファブリック／レザーのコンビネーションまたはモデル固有の 3 種類のレザーのいずれかをオプションで選択することも可能です。シートの裏側は硬質成形プラスチック製で、後席乗員により多くのスペースを与えるために、シートの深さを最小限に抑えています｡
シート位置の前後調整用レバーは、各シートの前側に配置されています。運転席には高さ調節が標準装備されており、助手席にはオプションで装備できます。ドライバーは高さ調節レバーを繰り返し引くことで、高さを調節できます。

背もたれの角度調節レバーを押し下げると、背もたれが前方に折りたたまれてシートが前に移動し､後部座席に楽に乗降することができます｡この機構にはメモリー機構が組み合わされており、簡単にシートを元の位置に戻すことができます。調節レバーを上に引くと、背もたれの角度を調節することができます。

ファブリック／レザーまたはレザー シート パッケージを選択した場合、前席にランバー サポートおよび 2 段階式シート ヒーターを装備することができます。また、オプションとして、新型ミニにはスポーツ シートも装備することができます。
後席は乗員二人が座るために十分なスペースを持ち、アームレストはドア内張りに一体化されています。後席の背もたれは、50:50 の分割可倒式が標準で採用されています｡これにより、トランク容量を 150 リッターから 670 リッターまで拡大でき、たとえば、ミネラルウォーターのケースを 8 ケースまで収納するのに十分な容量です。後席の背もたれはトランク側からロック解除することができ、特殊なメカニズムによって後席を簡単に倒すことができます。 

小さなお子様のいるお客様には､ISOFIX対応チャイルド シート システムが装着できる構造になっています。標準化されたISOFIX固定システムは、オプションとして装備できます。
新型ミニのドア デザインもまた、特に表現豊かなものです。ここではアームレストやドア内部の収納ポケットのアンソラジット フレーム（オプションでシルバー）が、重要なデザイン要素です｡アームレストのデザインにあたっては、まずセンター コンソールのデザインに合わせ、次に乗員が安全に保護されている、と感じ取れるデザインを選択しています。アームレスト表面には、標準でブラック レザーが採用され、新型MINI One では、ファブリックが使われています。ドア ハンドルおよびスピーカーは、フレームの上に設置されています。
5. 安全性

妥協しない安全基準、これは新型MINI Cooperと新型MINI Oneを開発する際の最重要項目でした。小型車の新しい基準となる最先端の安全性コンセプトを考慮することが、基本的な必要事項の一つでした。後にこれはBMW グループに適用されている品質および製造基準を基に、この車で実現されました。
アクティブ セーフティ
新型MINI CooperとMINI Oneには、4輪ディスク ブレーキを標準採用し、フロントにはベンチレーテッド タイプを装備しています。フロント ディスクのサイズは 276 x 22 mm、リア ディスクは 259 x 10 mmです。対角線状に 2分割されたブレーキ システムには、4センサー式 ABS、エレクトロニック ブレーキフォース ディストリビューション（EBD）、およびコーナリング ブレーキ コントロール（CBC）が標準装備されます。
EBD は、フロント ホィールとリア ホィール間のブレーキ油圧の配分を制御するシステムであり、リア ブレーキを最大限有効に利用します。たとえば、荷物が満載状態でリア アクスルに大きな荷重がかかっているときは、リア ホィールにかかる荷重は、制動中でもフロント ホィールにかかる荷重とほぼ同じになります。この結果、通常より大きな制動力を、安全にリア ホィールに伝達し、車両のブレーキ性能を飛躍的に向上させることになります。しかし、車両に重い荷重がかかっていなければ、リア ホィールはフロントよりもかなり早くにグリップ限界に達してしまいます。
EBD システムは、こうした状況を防止するためのものです。エレクトロニック ブレーキフォース ディストリビューションのメカニズムは、平均的なブレーキ圧で自動的に作動します。これは ABS 制御が必要になるかなり前の状況です。EBD をドライバーが故意にキャンセルすることはできません。
さらに、新型MINI CooperとMINI Oneの両モデルには、CBC（コーナリング ブレーキ コントロール）が装備されています。CBC は、車両の安定性を損なうことなく、リア アクスルで最適な制動能力を利用できるようにするシステムです。たとえば、急カーブを曲がっているときにドライバーがブレーキをかけると、車両はカーブの内側を向こうとする傾向を見せ、ブレーキを軽くかけただけでオーバーステアになってしまいます。特殊なシュミレーターを使い、CBC は 4 つの ABS センサーから得られる信号によって横方向加速度を検知します。これによりCBC はコーナーを検知し、コーナーの外側に位置するフロント ホィールの制動力を、他のホィールよりも早く高めるように制動力を制御します。これによって車がカーブの内側に向こうとする傾向を防止することができるのです。
オプションとして、新型MINI CooperとMINI Oneには、フロント ホィール（駆動輪）の空転を効果的に防止して車両の安定性を確保する、オートマチック スタビリティ コントロールおよびトラクション コントロール（ASC+T）を装備できます（作動解除スイッチ付き）。このシステムは、極めて悪い路面状態でもホィールを空転させることなく、車両を停止状態から加速させることを可能にします。ホィールごとに接地力が異なっている場合でも車両のコントロールを可能にし、路面の表面が変化した場合（たとえば滑りやすい路面で急激なエンジン ブレーキがかかってしまったときなど）の、ホィール ロックも防止します。ASC+T が作動しているかいないかにかかわらず、こうした状況下では警告灯が点灯します。
ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）も、オプションで装備可能です。DSC は、ABS および ASC + T の機能を統合、拡張したシステムです。従来のシステムが前後方向の加速度をモニターしているのに対し、DSC は、さらに車両に加わる横 G （横方向加速度）もモニターして制御します。

ホィールに取り付けられた ABS センサーに加え、DSC ではブレーキ シリンダーでの圧力（ドライバーがブレーキをかけているか、またどの程度の制動力が必要なのかを決定するために利用）、ステアリング角度（ドライバーの意図するコースを検知）、車両の横方向加速度を計測するために、他のシステムの情報も利用しています。
このようにして、DSC は状況に応じたドライバーの意思や車両の動きを検知し、意図したコースからはずれていないかどうかを決定します。このシステムは、個々のホィールの制動力を調整し、さらにエンジン コントロールを介してエンジン トルクを変化させる制御を行います。

DSCは、加速時、制動時、コーナリング時、負荷変動時などの状況で、オーバーステアやアンダーステアにつながる不安定な車両の動きを防止する役目を果たします。

DSC がオーバーステアを検知すると、カーブ外側のフロント ホィールにブレーキをかけます。そのときドライバーがすでにブレーキ ペダルを踏んでいる場合は、コンピューターが外側のホィールのブレーキ圧を高め、内側のホィールのブレーキ圧を下げます。アンダーステアを検知した場合には、DSC はカーブ内側のリア ホィールにブレーキをかけます。ドライバーがすでにブレーキングを開始している場合は、カーブ内側のホィールのブレーキ圧を上昇させる一方で、外側のホィールのブレーキ圧を低下させます。
新型MINI CooperとMINI Oneは、タイア空気圧警告灯を標準装備したこのクラス初の車両です。つまりタイアが損傷する前に、または空気圧の低下が危険なレベルに到る前に、ドライバーが対応できることを意味します。
このシステムは次のような原理で作動します。空気圧が低下すると、タイアの回転半径が小さくなり、その結果該当するホィールの回転数が上昇します。このシステムは、4 センサー式 ABS システムのセンサーを介してホィールの回転数を測定し、対角線上にある反対側のホィールと比較して、平均回転数と照合します。これによって空気圧の低下を検知できます。次に、スピードメーター ディスプレイ内の警告灯が点灯し、いずれかひとつのタイア空気圧が低下していることをドライバーに警告します。
タイアの主な損傷原因は、空気圧の低下に気付かなかったために発生しています。この原因を防止するために、スペア タイアの代わりとしてトランク内に MINI MS（ミニ モビリティ システム）が格納されています。このシステムは、基本的にシーラントとコンプレッサーで構成されていて、車内の電源ソケットに接続することができます。タイアの空気圧が低下した場合は、簡単な手順でパンクを修理し、空気を充填して、タイアを交換することなく最寄りの修理工場までたどり着くことができます。また、かわりに応急用スペア ホィールをオプション装備することも可能です。
さらに、オプションの16インチまたは 17インチ ホィールを装着した場合、新型ミニにはラン フラット タイアを装着することができます。これは、このクラスで初めて設定されたアクティブ セーフティの新基準です。ラン フラット タイアはサイド ウォールが強化されていて、耐熱ラバーで製造されています。ラン フラット タイアの空気圧が低下しても、ABS、ASC + T または DSC などの機能は影響を受けません。したがって、ドライバーはタイアの空気圧が低下し始めても運転を続けることができます。ドライバーが安全運転を意識して最高速度を約 80 km/h に制限して走行したとすると、最大約 150 km まで走行を継続することが可能です。ラン フラット タイアには、MINI MS（ミニ モビリティ システム）は必要ありません。
パッシブ セーフティ
新型ミニは、パッシブ セーフティの面でも新しい基準を設定しました。
4 つのエアバッグが標準で装備され、うち 2 つは「スマート エアバッグ」と呼ばれるものです。このエアバッグは（特定の大きさの）衝撃力を検知すると、衝撃力に応じて展開します。2 つのサイド エアバッグは、フロント シート外側のクッション内部に隠されていますが、ドライバーと助手席乗員の胸部を効果的に保護します。すべてのエアバッグは、共通のクラッシュ センサーを介して制御され、どのような状況でもエアバッグを最適に作動させます。 

また、新型MINI CooperとMINI Oneの両モデルには、オプションのヘッド エアバッグ システム（AHPS 2： アドバンスト ヘッド プロテクション システム）を装備することもできます。これは、前席および後席乗員の頭部を最大限保護するためのシステムです。ヘッド エアバッグ システムは、サイド ウォールに沿ってルーフ内に収納されていて、A ピラーから C ピラーまでの範囲で展開し、万一の衝突時に側面からの衝撃や車両内に飛び込んでくる物体から乗員の頭部を保護します。万一事故が発生した場合、ヘッド エアバッグは乗員の頭部と車両のサイド ウォールとの間に展開します。もちろん、4 席すべてのシートに装備されている 3 点式シート ベルトも乗員を保護します。前席には、ベルト プリテンショナーとベルト フォース リミッターが標準装備されます。
優れたパッシブ セーフティは、正しくコーディネートされたボディ構造でなければ実現できません。新型ミニのボディ シェル剛性値は 24,500 Nm/degree で、これは競合車よりも 2 ～ 3 倍高い数値を示しています。つまり、24,500 ニュートン メートルのねじり衝撃を与えた場合でも、ボディ自体は たった 1 度しかねじれなかったことを意味します。こうした高い剛性によりボディの振動も低減され、そのためより静かになる、というメリットも生み出します。また、スポーティなドライビング スタイルを好むドライバーや、路面状態が悪いときでも、卓越したハンドリングを実現します。このボディ構造によってパッセンジャー セルは非常に頑丈になり、特殊なクラッシャブル ゾーンは、衝突エネルギーを効果的に吸収し、事故の際に乗員を効果的に保護します。
2つの新型ミニは、実際の衝突時における性能も新しいレベルへと飛躍しました。衝突時にエネルギーを吸収するボディ構成部品は、BMW グループの原則に従って開発されました。フロント シートと横置きエンジンの相対位置は、最適な衝突性能を実現します。ボディ シェルと使用されているボディ材質は、乗員エリアを確実に保護し、大きなエネルギー吸収ゾーンは、物体が足元まで貫通することを防止します。さらに、衝撃エネルギーを吸収して、フロアを通じてそれを外へと逃がすフロント アクスル構造もまた、同様に貢献しています。高剛性のクロス メンバーも、乗員の安全性に貢献しています。


6. ドライブ メカニズム
1959 年にアレック イシゴニス卿がミニを発表したとき、ミニは自動車デザインにおける真の革命をもたらしました。オリジナル ミニは、エンジンをフロントに横置きし、その下にトランスミッションを搭載した世界で初めての車でした。その結果、車両フロントのスペースは格段に広くなり、イシゴニス卿は大人 4 名が乗車できる小型ファミリー サルーンを造る、という壮大な目標を達成したのです。それと同時に、彼はスポーツカーと同じ走行性能を持つ世界初の小型サルーンを造ることにも成功しました。
伝説の復活に伴い、前輪駆動方式と優れた走行特性を持つ小型車ミニの登場で、このコンセプトは信頼性と首尾一貫性を今世紀に引き継ぎました。重心はあくまでも低く、重量をフロント 63％、リア 37％に配分した新型MINI CooperおよびMINI Oneは、こうすることで 2 つの長所を持ちました。フロントの重量は、傑出したトラクションを実現するには十分な重さであること。一方、フロントおよびリア アクスル間の重量配分は、前輪駆動車では申し分のない数値を実現します。このような資質は、ねじれ剛性に優れたボディ、マルチリンク式リア サスペンション、およびダイレクトなステアリングによって一段と磨きがかけられました。
トランスミッション、ウォーター ポンプ、エアコン コンプレッサー（オプション）は、エンジン ブロックに直接取り付けられているため、エンジン ルームを有効に利用することができます。このスペースは、衝撃吸収ゾーンのために最大限利用されています。
エンジン
新型ミニのパワー ユニットは、すべて1.6 リッター  4 気筒「ペンタゴン」エンジンのバリエーションです。これは BMW とクライスラーが共同開発したエンジンで、新型MINI Cooperの場合は最高出力 85 kW/115 PS、新型MINI Oneは 66 kW/90 PSを発生します。EU4 排出ガス基準に適合したこのペンタゴン エンジンは、この基準を達成するために二次エア インジェクションや排気ガス再循環装置を必要としない、数少ない市販エンジンの一つです。
エンジンは、タイミング チェーン駆動式オーバーヘッド カムシャフト タイプで、1 気筒あたり 4 個のバルブ（全部で16個）を持ち、油圧タペット、ローラー ロッカーアームを介して駆動されます。鋳鉄製エンジン ブロックは、低騒音・低振動を実現します。シリンダー ヘッドはアルミ製です。
アクティブ ノック コントロールにより、オクタン価 91 ～ 98（RON）までの無鉛ガソリンが使用できます。したがって、燃料グレードに関係なく、同じエンジン設定で世界の至る所を走ることができます。また、多種多様の燃料が入手可能な場合は、自由に選択することさえも可能です。
エンジンは「パワートレイン コントローラー」と呼ばれるシーメンス社製コントロール ユニット（EMS 2000）によって管理されており、このユニットは、オプションの連続可変トランスミッション（CVT）の制御も行います。
新たに追加された構成部品の１つとして「E－ガス」があります。これは、アクセル ペダルとエンジンを直接機械式リンクで連結しないシステムです。ドライバーがアクセル ペダルを踏み込むと、その動作はパワートレイン コントローラーに伝達され、その時点の作動状態に見合う理想的な燃料量を計算して、エンジンに供給します。さらに強くアクセル ペダルを踏み込むと、最大性能および最小排出ガス値に適した燃料値を判定します。この計算は直ちに実行され、通常の状態でドライバーはそれに気づくことすらありません。
パワートレイン コントローラーの最も重要な役割とは、エンジン トルクのモニター、トルク値の最適化、および平均的な燃料消費を実現することにあります。必要なトルクが、使用可能な最大トルク未満の場合、パワートレイン コントローラーが点火時期を遅らせてトルクを制限します。特に低速走行時に急加速をしたとき、および改善された走行特性として、ドライバーはこのことを体験します。
新車購入後の初回点検整備時期は 16,000 ～ 20,000 km です。それ以降は25,000 km ～ 30,000 km ごとの点検となります。点火プラグの耐久性は90,000 kmまであります。従ってプラグの交換は、ほぼ4回目の点検時になります。このようにMINI Cooperと MINI Oneの経費は最小限度に抑えられています。
オプション：ステップトロニック付き連続可変トランスミッション

新型ミニに搭載されているオートマチック トランスミッションは、操作が簡単な連続可変トランスミッション（CVT）で、ステップトロニック コントロールが内蔵されています。つまり、ドライバーは市街地走行のときは運転が楽な通常のオートマチック モードを選択し、スポーツ走行時には 6 速セミオートマチック トランスミッションを選択することができます。この連続可変トランスミッションは、マニュアル トランスミッションより重量は重いが、従来のオートマチック トランスミッションよりは軽く仕上がっています。
連続可変トランスミッション（CVT）は、従来のオートマチック トランスミッションとは異なります。従来のシステムにはトルク コンバーターが必要でしたが、CVT では電子制御される湿式多板クラッチを使用します。
トランスミッション自体は固定長のスチール ドライブ ベルトで 2 つのダブル コーン型ベルト プーリーを接続し、エンジンからの動力を伝達します。実質的には無限大の可変減速比を実現します。ベルト プーリーは2つに分かれており、V字型の溝の幅が変化します。これにより、ベルト プーリーとベルトが接している部分の径が拡大または縮小します。

パワートレイン コントローラーは、ベルト プーリーの位置を継続してモニターし、現在の走行条件に最適な動力を供給します。変速比が無限大に変化できるため、動力は連続して調整が行われ、「ステップ」なしにスムーズに伝達されます。
CVT のセレクター レバーは前後に操作をするタイプで、パーク、リバース、ニュートラル、それにドライブの 4 つの変速位置があります。各設定は、P、R、N、D のアルファベットで表示され、各文字の横にある LED が、現在選択されているセレクター レバー位置を示します。
CVTをスポーツ モードに切り換えるときは、セレクター レバーを「D」位置から左の「S」位置まで移動させて使用します。スポーツ モードには、連続可変作動のスポーツ チューニングが含まれています。ドライバーがセレクター レバーを前後に移動させて手動でギアをシフトすると、トランスミッションは自動的にスポーツ モードからステップトロニック モードに切り換わります。ステップトロニック トランスミッションのシフト ステータスは、スピードメーターに内蔵されているLEDディスプレイにも表示されます。
ステップトロニックの場合、「D」または「S」モードの違いは 6 速に相当する固定変速ギアとしても使用できることです。この 6 速「ギア」は、CVT トランスミッションが電子制御によって事前に設定された 6 段階の変速比に限定することで実行されます。ステップトロニックの機能によって、エンジンは 6,000 rpm まで使用できるため、より俊敏なドライブ フィールを実現しています。フェールセーフ保護スイッチ機能は、エンジンまたはトランスミッションを損傷させる可能性のあるエラーを未然に防ぎます。
ステップトロニック スイッチ付きステアリング ホィールは、オプションです。ステアリング ホィールのスポークの前側と後側に、小さなスイッチが装着されています。ステアリング ホィールのフロント側のスイッチはシフトアップ、リア側のスイッチはシフトダウンを行います。ステップトロニックの場合、ドライバーはシフト レバーの代りにこれらのスイッチを使用できます。
CVT とステップトロニックの組み合わせで静止状態からアクセル ペダルを踏み込むと、エンジン回転数が 2,000 rpm に達するまで、クラッチは電子制御されてフルパワーを伝達しないため、格別滑らかに加速します。その代わりに発生したパワーは制限され、平均して伝達されるため、特にスムーズな加速を得ることができます。CVT および ステップトロニックの両モードには、「キックダウン」、「ファストオフ」、および「ダウンヒル」の機能があります。「クリープ」機能は、従来のオートマチック トランスミッションのドライバーには既知の機能ですが、CVT およびステップトロニック システムでは電子制御により実現しています。
従来のオートマチック トランスミッションに比べて、加速性能が改善されているところが、CVT およびステップトロニック システムのもう一つの長所です。
7. シャーシ
新型ミニのフロント アクスルは、マクファーソン式ストラット サスペンションを基本としています。これは、その他のシャーシ システムと比較して、重量面とパッケージング面でメリットを発揮します。新型ミニでは、このシステムにドライブ シャフト ベアリングを追加し、エンジン ブロックにボルトで固定することによって改良し、フロント ドライブ シャフトを左右で同じ長さにすることに成功しました。通常、これはかなり上級クラスの前輪駆動車に採用される構造ですが、コーナリング時、加速時、制動時でも左右対称のフィードバックを実現します。通常、スモールカーのドライブ シャフトは左右の長さが違います。その結果、短い方のドライブ シャフト側フィードバックが大きくなり、走行中に不安定な感じを受けます。
新型ミニのマルチリンク式リア サスペンションは、このセグメント初のメカニズムです。このマルチリンク式リア サスペンションは、ホィールが路面に対して常に最適な角度に調整されるように設計されています。したがって、タイアは舗装された路面に常に完全に接地します。路面の凹凸の変化により、ステアリングや車両のトラクションが影響を受けることはありません。このマルチリンク サスペンションを採用したことにより、スペースを有効に利用することができるため、ショック アブソーバー間の低くてワイドなフロアにトランク ルームを設けることが可能になりました。これは、新型ミニのテールに接近したアクスルから見た重要な特性です。
新型MINI Oneと新型MINI Cooperの両モデルには、フロント アクスルにアンチロール バーが装着されています。新型MINI Cooperの場合は強化型アンチロール バーです。また、新型MINI Cooperにはリア アクスルにもアンチロール バーが装着され、さらにスポーティ シャーシおよびスポーツ サスペンションが装備されていて、新型MINI Oneより 8 mm 車高が低くなっています。
新型ミニの両モデルには、電子油圧制御式パワー アシスト ステアリング（EHPAS）が装備されます。これは、オリジナル ミニを象徴する、正確かつダイレクトなステアリング フィールと傑出した俊敏性を実現するシステムです。ステアリング ホィールのロック トゥ ロック回転数は、わずかに
 2 回転半です。EHPAS システムは、ラック&ピニオン ステアリングの原理で作動します。従来のステアリング システムでは、エンジンによって連続駆動される油圧ポンプを使用していましたが、新型ミニのステアリング ポンプは、エンジンとは独立して作動する小型電動モーターで作動します。
パワー ステアリングは常時作動するわけではないため、ステアリング操作の補助が必要ない場合は、エンジンがより経済的なスタンバイ モードに切り換わります。従来の油圧制御のステアリング システムに比べて、EHPAS ステアリング システムは、100km につき約 0.1リッターの燃料を節約します。
8. エレクトリカルおよびエレクトロニクス
新型ミニには、高度に洗練されたマルチプレックス型エレクトロニクス インフラストラクチャを採用しています。この「データ バス」システムに使用されているワイヤ数、ケーブル数、プラグ数は、一般の自動車用エレクトリカル システムよりもはるかに少なくなっています。このシステムの長所は、次の 2 つのグループに分割できる点にあります。

· エンジン マネージメント、ブレーキ、トランスミッションおよび計器類に接続されている「CAN バス」システム。

· 室内照明、エアコン、ドアおよびウィンドウなどのボディ電装品を担当する「K バス」システム。
この 2 つのバス システムを統合し、両システム間でデータ通信を行うことは、従来型のエレクトリカル システムと比較して多くのメリットがあります。まず、接続部が少ないこと。多くの場合、これは電気系統の故障原因でした。それに残りの接続部を高品位に維持できること。つまり、車両組立て時の配線取り回し作業も少なくて済むからです。また、重量面を軽減できるメリットもあります。その上、必要に応じてレイン センサーなどの追加機能を簡単に組み込むことができます。
新型ミニの室内および室外の照明システムも、競合車に対する新基準を設定します。新型MINI CooperとMINI Oneの両モデルは、ヘッドライトに画期的なリフレクター システムを採用しました。これはヘッドライト照射（光束）をより有効に反射させるためのものです。その結果、従来のヘッドライトに比べて明るさが 25％向上しました。ヘッドライト ウォッシャー システムは、キセノン ヘッドライトとフォグ ランプと同様にオプションです。
新型ミニの室内照明も秀逸です。ルーフ中央に配されたキセノン ランプが室内を照らします。また、新型MINI Cooperには足元照明とトランク ルーム照明が装備されています。
その他の電装品は、安全性と快適性を特別に高めるアイテムです。無線式集中ロックは標準装備されており、ドア、テールゲート、フューエル リッドのロックを 、最大15 m 離れた位置から操作できます。ロック解除メカニズムが作動すると同時にルーム ランプが点灯し、暗闇の中でもより簡単に車両を発見することができます。標準装備のイモビライザーは、キーでオン／オフを切り換えることができます。
オプションの盗難防止警報装置は、ドアやウィンドウからの不審者の侵入を防止するだけではなく、車両が持ち上げられたり移動された場合にも反応します。盗難防止警報装置が作動すると、ハザード フラッシャーが点滅し、ホーンが 30 秒間鳴り続けます。その場合、盗難防止警告灯が点灯し続けて、盗難防止警報装置が作動したことを示します。
ICE（イン カー エンターテイメント）システムは、新型ミニの室内を最高のリスニング ルームに変えるシステムとして、特に新型ミニの音響特性とレイアウトを考慮して設計されています。標準装備のオーディオ システムには、6 個のスピーカー（フロント ドア： 4 個、リア サイド ウォール： 2 個）が装備されています。
音楽好きのユーザーのために、Harmon Kardon 製hi-fi システム（8 スピーカー、デジタル アンプ付き）をオプションとして用意しています。内蔵デジタル サウンド プロセッサーにより、さまざまな音響を創り出し、どのシートに座っていても、好みに合った最適な音楽環境を実現させます。
広範囲にわたって用意されているコンポーネントやシステムから選択できるということは、各ユーザーごとにサウンド システムをカスタマイズできるということを意味します。各種オーディオ システムと組み合わせることができる6 連装 CD チェンジャーを、トランク ルーム内に装着することも可能です。この種のシステムは通常、高級車にしか設定されていませんが、これは新型ミニがプレミアム市場のクルマであることの証です。
通常このクラスの車両には設定されていないハイテク装備品ですが、新型ミニには 16：9 のワイド モニター付きナビゲーション システムや自動車電話が選択可能です。また、レイン センサーも装備できます。これは、ウィンドスクリーンに当たる雨量に応じて、フロント ワイパーの速度を制御するシステムです。また、自動防眩ルームミラーがオプションとして選択可能で、これは後方から接近する車両のライトで目が眩む危険性を低減します。
9. オプション装備
ソルト（新型MINI One）

新型MINI Oneに用意される広範囲の装備に加え、「ソルト」では更なる装備を提供します。新型ミニには大型収納エリアが6 箇所用意されており、フロント シートの後ろにラゲージ ネットを装着することができます。たとえば、子供の玩具などを固定するのに最適です。追加されたルーム ランプ パッケージにより、暗闇の中でも楽に乗降することができます。

インテリアは、 シルバー カラーのトリムで仕上げ、タコメーターは、ドライバーの視界の中心に入るよう、ステアリング コラム上に配置されます。また、6個のスピーカーを搭載したRDS 機能付きオーディオ システムが装備されています。フォグ ランプは、天候が良くない日でも良好な視界を得られるように「ソルト」の標準装備となっています。

ペッパー（新型MINI Cooper）－快適さとスポーツ性能のコンビネーション 

「ペッパー」は、その形状と機能がマッチした新型MINI Cooperをより印象的に演出します。大きな収納スペースを確保するためにラゲージ ネットを追加し、クロム インサート付きバンパー、シルバー インテリア トリム、専用 15インチ アロイ ホィールを追加。ルーム ランプ パッケージ、フォグ ランプに加え、6個のスピーカーを搭載したRDSオーディオ システムを標準装備しました。
チリ（新型MINI Cooper）－スポーツ性能の高いCooperユーザー用
「チリ」は、新型MINI Cooperをスポーツ モデルに仕立て上げます。新型MINI Cooperの標準装備と「ペッパー」パッケージに加え、専用サイド サポート付きファブリック レザー スポーツ シート、レザー ステアリング ホィール、ルーフ スポイラーを装備。

16インチのアロイ ホィールを装着したスポーツ シャーシを採用してMINI Cooperのスポーツ モデルとしての外観を強調し、想像を上回る楽しいドライブを実現します。
10. ミニ ブランドとその対象グループ 

MINIブランド製品は、そのユーザー同様に常に正当性を有しています。

MINIブランドは単なるステータス シンボルにとどまることなく、年代や社会的地位、国籍を超えて人々を魅了します。
ミニの潜在購入者とは、仕事の時間、家族と過ごす時間、余暇の時間に関係なく、あらゆる側面で生活を楽しむ人たちの層です。さらに、ミニ潜在購入者は独立性を重んじ、自発的で、創造的でもあります。このような潜在購入者がクルマを選ぶ場合、彼らは個性的なスタイルを探し、楽しくドライブできて、満足感を覚えるクルマを希望しています。しかも車内は広く、余暇における必要条件を満足させる柔軟性がなければなりません。品質に関してミニ潜在購入者は貪欲で、高水準の技術を探し求めています。
ほとんどの購入者は、若年層であると考えられます。主要購入グループは「活動的消費者社会」の一部であると見なされ、仮想経済における35歳未満で、しばしば独身、かなりの頻度で創造的な職業に就く、洗練され、自信に満ちた、勤労を楽しむ世代であると言えます。
MINIブランド成功のための更に重要な要素として、高収入世帯においてはセカンド カーまたはサード カーとして使用される、自己顕示的要素の強い小型車への要望が高まっている点にあります。
11. BMW グループ内のミニ ブランド
MINIは、BMW グループ内の独立したブランドです。ミニ ブランドは、BMW ブランドと平行して、高級ブランド戦略の第 2 の主要な柱を形成しています。
BMW グループは、MINIブランドの活用により、従来のBMWブランドでは到達が困難だと見られた新規の購入者グループ層にアピールし、世界市場でのプレゼンスを拡大することが可能になりました。MINIブランドによりBMW グループは、ユーザーの感性に強く訴える最高級製品が特に期待されている小型車部門において、魅力的な製品を提供します。
またMINIブランドは、BMW グループによるCO2 排出量の削減に貢献します。MINIブランドによって BMW グループは、ヨーロッパ自動車産業界が目標とする、1995 ～ 2008 年の間に CO2  総排出量を 25％削減する、という自主的な責務を果たせるようにしたいと考えています。
新型MINI Cooperおよび新型MINI Oneは、2001 年夏以降、BMW グループが選んだ正規ディーラーを通じて、世界各国で販売する計画です。
各ディーラーのショールームには、他のBMW ブランドとは別に、各モデルを一台ずつ展示する予定です。115 kW/163 PS を発生するエンジンを搭載した新型MINI Cooper S の発表はそれ以降になります。
MINIブランドの製品は、インターナショナル ミニ プロジェクト チームが中心になって、主に英国の BMW グループ企業内で開発されてきました。新型MINIは、英国オックスフォード近郊にあるBMWグループの工場で、BMW グループの製造基準とBMW品質基準の原則に従い、製造されています。
グローバルなブランドとしてのMINIを、世界中で販売します。

テクニカル データ：MINI One／MINI One CVT.

	ボディ
	
	MINI One
	MINI One CVT
	
	

	ドア/座席数
	 
	3/4
	3/4
	
	

	全長/全幅/全高 (空車時)
	mm
	3626/1688/1408
	3626/1688 /1408 
	
	

	ホィールベース
	mm
	2467
	2467
	
	

	トレッド  前/後
	mm
	1458/1466
	1458/1466
	
	

	最小回転直径
	m
	10.66
	10.66
	
	

	燃料タンク容量
	リットル
	50
	50
	
	

	冷却水量（ヒーターを含む）
	リットル
	5.3
	5.3
	
	

	エンジン オイル
	リットル
	4.8
	4.8
	
	

	車両重量、空車時  (DIN/EU) 1)
	kg
	1040/1115
	1065/1140
	
	

	最大積載量 (DIN)
	kg
	430
	430
	
	

	最大許容重量 (DIN)
	kg
	1470
	1495
	
	

	最大許容軸荷重
	kg
	870/700
	870/700
	
	

	最大牽引重量  2)
	
	
	
	
	

	ブレーキあり (12%)/ブレーキなし
	kg
	650/500
	650/500 
	
	

	ラゲージ ルーム容量、VDA方式
	リットル
	150
	150
	
	

	空気抵抗
	cX x A
	0.35
	0.35
	
	

	
	
	
	
	
	

	エンジン
	
	
	
	
	

	配列/気筒数/バルブ
	
	直/4気筒/4バルブ
	直/4気筒/4バルブ
	
	

	エンジン マネージメント システム
	
	Siemens EMS 2000
	Siemens EMS 2000
	
	

	排気量
	cc
	1598
	1598
	
	

	ボア/ストローク
	mm
	85.8/77
	85.8/77
	
	

	圧縮比
	:1
	10.6:1
	10.6:1
	
	

	燃料グレード3)
	RON
	91–98 RON
	91–98 RON
	
	

	最高出力
	KW/PS
	66/90
	66/90
	
	

	エンジン回転数
	rpm
	5500
	5500
	
	

	最大トルク
	Nm
	140
	140
	
	

	エンジン回転数
	rpm
	3000
	3000
	
	

	
	
	
	
	
	

	電力供給
	
	
	
	
	

	バッテリー容量/搭載位置
	Ah/–
	46/フロント
	46/フロント
	
	

	オルタネーター
	A/W
	105/120
	105/120
	
	

	
	
	
	
	
	

	シャーシ／トランスミッション
	
	
	
	
	

	ブレーキ、フロント
	
	ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾃｯﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ           ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾃｯﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ

	直径
	mm
	276
	276
	
	

	ブレーキ、リヤ
	
	          ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ                                 ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ

	直径
	mm
	259
	259
	
	

	スタビリティ システム
	 
	ABS, CBC, EBD
	ABS, CBC, EBD
	
	

	ステアリング
	 
	
	

	ステアリング ギア比
	:1 
	12.88
	12.88
	
	

	トランスミッション タイプ
	
	5 速マニュアル
	CVT
	
	

	変速比

1速
	:1 
	3.417
	–
	
	

	

2速
	:1 
	1.947
	–
	
	

	 

3速
	:1 
	1.333
	–
	
	

	

4速
	:1 
	1.054
	–
	
	

	 

5速
	:1 
	0.846
	–
	
	

	

後退
	:1 
	3.580
	2.680
	
	

	最終減速比
	:1
	3.556
	4.10
	
	

	タイヤ
	 
	175/65R15
	175/65R15
	
	

	ホィール
	 
	15´´ Steel
	15´´ Steel
	
	

	
	
	
	
	
	

	性能
	
	
	
	
	

	パワー ウエイト レシオ (DIN)
	kg/kW
	15.8
	16.1
	
	

	リッターあたり出力
	kW/l
	41.3
	41.3
	
	

	加速
0～100 km/h
	s
	10.9
	－
	
	

	
0～1000 m
	s
	33.0
	－
	
	

	4速時
80～120 km/h
	s
	12.8/14.5
	－  
	
	

	最高速度
	Km/h
	185


	－
	
	

	
	
	
	
	
	

	燃費  3) 
	
	
	
	
	

	(EU 方式)
	
	
	
	
	

	市街地
	l/100km
	8.7
	－
	
	

	高速道路
	l/100km
	5.2
	－
	
	

	総合
	l/100km
	6.5
	－  
	
	

	CO2排出量
	g/km
	158.0
	－
	
	

	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	排ガス規制
	–
	EU4
	EU4
	
	


1)  走行可能な車両の重量 (DIN)＋ 75 kg （ドライバーと荷物の重量分）
2) 諸条件により増加する可能性があります。

3) 性能および出力値はRON 98、燃費はRON 95に準拠します。.
データはドイツ仕様のものです。. 
記載した車種別の諸元は各国の仕様と異なる場合があります。.

テクニカル データ： MINI Cooper／MINI Cooper CVT.

	ボディ
	
	MINI Cooper
	MINI Cooper CVT
	
	

	ドア/座席数
	 
	3/4
	3/4
	
	

	全長/全幅/全高 (空車時)
	mm
	3626/1688/1408
	3626/1688 /1408 
	
	

	ホィールベース
	mm
	2467
	2467
	
	

	トレッド  前/後
	mm
	1458/1466
	1458/1466
	
	

	最小回転直径
	m
	10.66
	10.66
	
	

	燃料タンク容量
	リットル
	50
	50
	
	

	冷却水量（ヒーターを含む）
	リットル
	5.3
	5.3
	
	

	エンジン オイル
	リットル
	4.8
	4.8
	
	

	車両重量、空車時  (DIN/EU) 1)
	kg
	1050/1125
	1075/1150
	
	

	最大積載量 (DIN)
	kg
	430
	430
	
	

	最大許容重量 (DIN)
	kg
	1480
	1505
	
	

	最大許容軸荷重
	kg
	870/700
	870/700
	
	

	最大牽引重量  2)
	
	
	
	
	

	ブレーキあり (12%)/ブレーキなし
	kg
	650/500
	650/500 
	
	

	ラゲージ ルーム容量、VDA方式
	リットル
	150
	150
	
	

	空気抵抗
	cX x A
	0.35
	0.35
	
	

	
	
	
	
	
	

	エンジン
	
	
	
	
	

	配列/気筒数/バルブ
	
	直/4気筒/4バルブ
	直/4気筒/4バルブ
	
	

	エンジン マネージメント システム
	
	Siemens EMS 2000
	Siemens EMS 2000
	
	

	排気量
	cc
	1598
	1598
	
	

	ボア/ストローク
	mm
	85.8/77
	85.8/77
	
	

	圧縮比
	:1
	10.6:1
	10.6:1
	
	

	燃料グレード3)
	RON
	91–98 RON
	91–98 RON
	
	

	最高出力
	KW/PS
	85/115
	85/115
	
	

	エンジン回転数
	rpm
	6000
	6000
	
	

	最大トルク
	Nm
	149
	149
	
	

	エンジン回転数
	rpm
	4500
	4500
	
	

	
	
	
	
	
	

	電力供給
	
	
	
	
	

	バッテリー容量/搭載位置
	Ah/–
	46/フロント
	46/フロント
	
	

	オルタネーター
	A/W
	105/120
	105/120
	
	

	
	
	
	
	
	

	シャーシ／トランスミッション
	
	
	
	
	

	ブレーキ、フロント
	
	ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾃｯﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ           ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾃｯﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ

	直径
	mm
	276
	276
	
	

	ブレーキ、リヤ
	
	          ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ                                 ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ

	直径
	mm
	259
	259
	
	

	スタビリティ システム
	 
	ABS, CBC, EBD
	ABS, CBC, EBD
	
	

	ステアリング
	 
	
	

	ステアリング ギア比
	:1 
	12.88
	12.88
	
	

	トランスミッション タイプ
	
	5速マニュアル
	CVT
	
	

	変速比

1速
	:1 
	3.417
	–
	
	

	

2速
	:1 
	1.947
	–
	
	

	 

3速
	:1 
	1.333
	–
	
	

	

4速
	:1 
	1.054
	–
	
	

	 

5速
	:1 
	0.846
	–
	
	

	

後退
	:1 
	3.580
	2.680
	
	

	最終減速比
	:1
	3.940
	4.10
	
	


	タイヤ
	 
	175/65R15
	175/65R15
	
	

	ホィール
	 
	15´´ Alu
	15´´ Alu
	
	

	
	
	
	
	
	

	性能
	
	
	
	
	

	パワー ウエイト レシオ (DIN)
	kg/kW
	12.4
	12.7
	
	

	リッターあたり出力
	kW/l
	53.2
	53.2
	
	

	加速
0～100 km/h
	s
	9.2
	－
	
	

	
0～1000 m
	s
	30.8
	－
	
	

	4速時
80～120 km/h
	s
	10.5/14.4
	－  
	
	

	最高速度
	Km/h
	200
	－
	
	

	
	
	
	－  
	
	

	燃費  3) 
	
	
	－
	
	

	(EU 方式)
	
	
	
	
	

	市街地
	l/100km
	9.0
	
	
	

	高速道路
	l/100km
	5.4
	
	
	

	総合
	l/100km
	6.7
	－
	
	

	CO2排出量
	g/km
	163.0
	－
	
	

	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	排ガス規制
	–
	EU4
	EU4
	
	


1)  走行可能な車両の重量 (DIN)＋ 75 kg （ドライバーと荷物の重量分）
2) 諸条件により増加する可能性があります。

3) 性能および出力値はRON 98、燃費はRON 95に準拠します。.
データはドイツ仕様のものです。. 
記載した車種別の諸元は各国の仕様と異なる場合があります。
13. エクステリアおよびインテリア寸法.

14. 出力およびトルク
MINI One.

MINI Cooper.
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